と、ジェフがあきれ顔でボクを止めた
「そ、そういやそうだね。じゃ、下へ降りようか」
〓551へ
457
ミルキーウェルの音を手に入れたぼくたちは、どせいさんにお礼を言うと、スリーにも
どった。ゾンビのいなくなったスリークは、以前とはくらべられないくらい明るい雰囲気だ。
それを喜んでいると、突然、受信専用電話が鳴った。出てみると、パパからの電話だった。
「ネス、ずいぶん頑張ってるみたいだな。口座に300ドル振り込んでおいたから、役に立
ててくれ。あんまり無理して体を壊すなよ。じゃあ」
300ドルを振り込んでもらったボクたちは、そのお金でホテルに宿泊した。
翌朝になると、残りのお金を持って、ドラッグストアにショッピング。さて……。
●金の腕輪があれば……522●なければ………594へ
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こんな、巨大なヤツと戦っていたら、いくら何でも身が持たない!2)
逃げるぞ!ぽくらはいっせいに走りだした。幸いにもハラペコザウルスの動きは遅く、
ぼくらは無事、ヤツのそばから離れることができた。

